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（21世紀プログラム基幹教員）

九州大学 21世紀プログラム

e-mail: hayashi@rche.kyushu-u.ac.jp

(九州大学高等教育開発推進センター
& アドミッションセンター)

林 篤裕

AC連絡会議
06/07/10 @北九州国際会議場

専門性の高いゼネラリストを養成する
学部横断型教育プログラム
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九州大学九州大学 概概 要要

総長1・理事8・監事2 計11名

学部 11 (+1)

大学院学府 18

附置研究所等 4
附属図書館 1 （分館5）

(蔵書約400万冊)

病院 1 （約1,400床）

全国共同利用施設 1
学内共同教育研究施設 32

機構 4

学部学生 11,713名
（女子 3,468名）

大学院生 6,843名
（女子 1,775名）

教員 2,186名
教授 719名
准教授・講師 748名
助教他 719名

事務・技術職員
2,600名

学部卒業
約12.7万人

修士修了
約4.1万人

博士学位
約2.4万人

2009年5月1日現在

土地 約75km2

福岡,長崎,熊本,
大分,宮崎,鹿児島,

北海道

外国人留学生
1,509名 (81ヶ国・地域)

学生の海外留学 2009年度

154名 (23ヶ国・地域)

3

20112011年度（平成年度（平成2323年度）年度） 入学者選抜入学者選抜 （予定）（予定）

ＡＯ入試一般入試
センター試験＋個別学力検査

入学定員
2,556人

========
11学部

＋
21世紀

プログラム

前期日程

全11学部 2,023人

後期日程

教育、医・保健、薬、芸工を除く

8学部 336人

ＡＯ入試Ⅰ
[センター試験を課さない]

教育、薬、
21世紀プログラム

48人

ＡＯ入試Ⅱ
[センター試験を課す]

理（全学科）、医・保健、
歯、芸工（全学科）、農

149人

79.1%

13.2%

7.7%

帰国子女
私費外国人留学生

社会人 4

九州大学ＡＯ入試九州大学ＡＯ入試 20112011年度ＡＯ入試年度ＡＯ入試 ((予定予定))
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★

文学部 歯学部 8

教育学部 ★ 10
薬学部 ★

創薬科学 6

法学部 臨床薬学 6

経済学部 工学部

理学部

物理 10

芸術工学部

環境設計 8

化学 15 工業設計 15

地球惑星 8 画像設計 18

数学 8 音響設計 5

生物 5 芸術情報設計 8

医学部

医学 農学部 20

生命科学

保健

看護 9
26

7+1学部 19募集区分

放射線 6 総募集人員 197名

検査 6 ★：センター試験を課さない

2009年で終了

定員の
7.7％

55

九州大学ＡＯ入試九州大学ＡＯ入試 志願者数の推移志願者数の推移
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募集人員

志願者

合格者

倍率

受験資格の緩和

21cP・歯 数学 化学・生物・
保健

物理・地惑
芸術工
2学科

芸術工全学科

教育 法廃止法、薬、農

国立大初
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The 21The 21stst Century ProgramCentury Program 理念理念

専門性の高いゼネラリスト専門性の高いゼネラリスト

「外」に開かれた知識

学部横断的な教育プログラム学部横断的な教育プログラム

創造を引き出す知識と
基礎的な知識

２１世紀
プログラム



7

求める学生像 (募集要項から)

自ら今日的な諸問題を発見し、これらを解決するための課題を

設定し、その深い解明をめざして学習しようとする自主性があること。

文系・理系にこだわることなく、広い分野の学習を進
めながら関心の幅を広げ、総合的な探求の能力を高めることによ

って、自らの能力を最大限に発揮して行こうとする意欲があること。消極的な意味
で自らの専門を決めることができないというのではなく、あれもこれも学びたいとい
う積極的な意欲があること。

学問を深く学ぶために、必要な基礎的な能力を身につ

ける努力をいとわず、積極的に学習を進めることができる意欲や能力があること。

現代の政治や社会、歴史や文化、自然などに関する
基本的な知識など一定以上の「教養」を身につけていること。特に戦後

から現在までの現代の国内・国外の問題について関心があること。

海外留学ができるための相当の語学力を身につけること

に意欲があること。
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2121世紀プログラム：教育の枠組み世紀プログラム：教育の枠組み

教育学部

文学部

理学部

医学部

歯学部
薬学部

工学部

芸術工学部

農学部

経済学部
法学部

専門性の高いゼネラリスト専門性の高いゼネラリスト

2121世紀プログラム世紀プログラム
学士（学術）学士（学術）

幅広い教養、表現力、国際性を身につけ、チューターの指導を受けつつ、
いろんな学部の専門を組み合わせて「自分だけの専門」を創る。

2003年度 文部科学省の 「特色ある大学教育支援プログラム」 に採択
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専門を決める専門を決める

大学・学部？

文系／理系？

学士（○○学）

専門コース

学部・学科

幅広い基礎的勉強

自分の専門 自分だけの専門の専門大学院

学部

高校

学部 21世紀プログラム

専 門 教養に裏付けされた専門

多くは筆記試験 AO（総合評価）入試
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学士（学術）

徐々に専門へ

幅広い教養

課程現況課程現況

2010/4/1現在
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定員定員（募集人員）（募集人員）と学籍と学籍

４年制学部の募集区分の前期日程から各１名

文

教育

法

経済 ２学科

理 ５学科

薬

工 ６学科

農

各１名

2003: 21名

本本 籍籍

４年制学部のいずれか

規則により機械的に割り振る
本人は知らない

現住所現住所

２１世紀プログラム

学生番号：１NC１００nnX
医・保健 ３専攻

芸術工 ５学科 2004～: 26名

学部コード

New Century 11

2001, 2002:
18名

教育の柱教育の柱

学生一人ひとりが自分だけのカリキュラム
チューター制度，履修指導と体系性の維持

幅広い教養から専攻テーマ
国際／環境・生命／市民社会／情報

表現力と国際性
語学力の強化，学年縦断のゼミ，留学の推奨

学生一人ひとりが自分だけの専門
実施委員会での指導・承認，卒業研究

専門性の高いゼネラリスト専門性の高いゼネラリスト
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教育課程教育課程

入学

チューターの決定

低年次

チュートリアル
課題提示科目

プログラム・ゼミ
２１世紀プログラム英語

全学教育科目
専攻テーマの決定

高年次

専攻テーマに関連した
専攻教育科目
総合選択履修
交換留学制度
外部との交流

卒業研究

卒業

学士（学術）学士（学術）

大学院進学を推奨

13

課題提示科目課題提示科目

年
度 テーマ

年
度 テーマ

年
度 テーマ

01

国際

04

地域と文化

07

21世紀の医療倫理

環境・生命 夢の光「シンクロトロン光」 こころとからだ

市民社会 様々な世界観 現代の廃棄物問題

情報 新しい知識観 エネルギー問題への挑戦

02

教育

05

社会問題のなかで倫理を考える

08

世界の中の日本

科学研究のあり方 地球の環境・宇宙の環境
自己癒しの探求－様々なセラ
ピーの在り方と体験

グローバリゼーション 歴史としての現代技術
近未来を支える科学教育の意
義と任務

人間の精神 文化財を守る 温室効果ガス排出削減問題

03

地球自然環境

06

私たちにとってのもう一つの現代

09

医療倫理学

予防原則 人類 vs 感染症 日本の多様なアイデンティティ

ローカルとグローバル
大学における「教養教育」とはな
にか

異界コミュニケーション

批判的な態度 21世紀社会のグランドデザイン 被爆地長崎で平和を考える

毎年度前後期各２つのテーマと世話教員を決めて実施 １年次全て必修
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月 火 水 木 金 土

１
物理学

基礎実験
文芸と人間

英語表現法
Ｂ

総合英語演
習

チュートリ
アルⅡ

２ 中国語Ⅱ
物理学

基礎実験

課題提示

科目Ⅳ

プログラム・
ゼミⅡ

３
英文作成

演習Ａ
中国語Ⅱ 倫理学

４
課題提示

科目Ⅲ
物質の世界 ノマド論

健康スポーツ
科学講義

情報処理基
礎演習

５

２１世紀プログラム独自科目 全学教育科目

伊都キャンパス

全て伊都キャンパスで受講
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時間割例時間割例１１
３期生 男子 １年後期

時間割例２時間割例２

月 火 水 木 金 土

１
国際経済学

（経）
森林防災学

（農）
地域政策

（経）

２
生態学

（農）

社会調査法
講義 （文）

地域農業計
画論 （農）

地理学実習
Ⅷ （文）

プログラム・
ゼミⅣ

チュートリア
ルⅣ

３
生産流通科
学概論 （農）

英文作成演
習Ｂ

４
基礎地質学

（理）

英語発想法
Ｂ

基礎気象水
文学 （農）

５
英語特別演

習

２期生 女子 ２年後期

独自科目 全学教育科目 文系専攻教育科目 理系専攻教育科目

伊都キャンパス 箱崎,大橋または病院キャンパス

伊都と箱崎キャンパス間の
移動には１時間必要
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歯学部

薬学部

工学部

芸術工学部

農学部

21cp

その他

全学計

総計

２１世紀プログラム
ならではのオーダー
メイドカリキュラム

0 1

1
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大学での幅広い学習
を通して自分の道を
切り拓いた
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農学部

21cp
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全学計

総計
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第１期生の履修第１期生の履修履歴履歴
学生 文 教 法 経 比 理 医 薬 工 芸 農 学部 計 文系 理系

専門
型

a 11 44 4 3 59 100
ｂ 38 14 2 3 54 100
ｃ 6 10 74 6 4 96 100
ｄ 7 2 50 2 4 61 100
ｅ 2 2 63 3 67 3 97

ｆ 49 1 49 100

複合
型

ｇ 18 16 2 34 100
ｈ 12 22 4 3 38 100
ｉ 10 20 4 2 4 36 100
ｊ 4 4 6 26 2 5 42 95 5
ｋ 23 12 2 2 4 39 95 5
ｌ 4 2 22 2 2 5 32 94 6

ｍ 28 2 10 6 2 5 48 83 17
ｎ 10 4 6 10 4 5 34 59 41
ｏ 12 4 6 38 4 60 37 63
ｐ 10 2 4 24 4 40 30 70

ゼネ
ラリ
スト
型

ｑ 8 10 8 14 4 40 100
ｒ 14 10 8 2 2 5 36 89 11
ｓ 4 10 20 8 4 42 79 21
ｔ 4 8 8 3 21 5 44 27 73
ｕ 8 14 2 8 25 5 59 44 56

留学 履修申請 卒業研究 比：比較社会文化研究院

特定の学部が
７割以上

特定の学部が
５割程度

５割を越える
学部がない

202020

履修学部数履修学部数

0

2

4

6

8

10

12

人

0 1 2 3 4 5 6 7

学部数

単位取得学部数

第１期生 第２期生 第３期生 第４期生

平均
第１期生 3.6学部
第２期生 3.8学部
第３期生 3.4学部
第４期生 3.9学部
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留学・語学研修留学・語学研修（予定を含む）（予定を含む）

人 数
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第５期生

第４期生

第３期生

第２期生

第１期生

語学研修等 留学

韓国, 6 タイ, 3 2 1 アメリカ, 15 1 1 イギリス, 7 3 5 3 4 25

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

留学先

韓国 中国 タイ シンガポール オーストラリア アメリカ カナダ

メキシコ イギリス ベルギー ドイツ スウェーデン フランス フィリピン 22

卒業研究卒業研究
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第６期生
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第１期生

文 教育 法 経 理 医 薬 工 芸工 農 比文 言文 ｾﾝﾀｰ等 延期等

第１期生～第6期生

H22年1月現在
(5･6期生データは予定)
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40

22
9

51

9

本学大学院

他大学大学院

公共団体

民間企業

その他

卒業生の進路卒業生の進路

東京大学，大阪大学，琉球大学，奈
良先端大学院大学，総合研究大学
院大学，米コロンビア大学，早稲田
大学，名古屋大学，京都大学，ワイ
カト大学（NZ)，ミュンヘン大学

福岡市消防局，松山市役所，
参議院事務局，裁判所，外務
省（在リトアニア日本大使館），
宮崎市役所，等

トヨタ，ベネッセ，三菱
商事，丸紅，ＮＨＫ，長
崎放送，ＮＴＴ西日本，
住友信託銀行，みず
ほインベスターズ証券，
ＪIＭＯＳ，南山堂，カプ
コン，トーヨーキッチン
＆リビング，九州経済
調査協会，インター
ネットビジネスジャパン，
サンマリノ，税理事務
所(株)，FBS福岡放送，
かんぽ生命，ニチレイ
フーズ，シンプレクス・
テクノロジー，三菱重
工業，竹中工務店，ア
クティブハカタ（所属タ
レント），等

卒業した第１期生～第6期生(予定を含む）

赤字は6期生進路

大学院進学率
47％

選抜の流れ選抜の流れ

願書受付 ９月下旬

調査書，志望理由書，活動歴報告書

第１次選抜 １０月中旬 書類審査

第２次選抜 １１月上旬

第１日目 講義・レポート （３テーマ）

第２日目 討論，小論文，面接

合格発表 １１月下旬

24
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出願時提出資料
志望理由書(2面)

志望する理由、自己の適性や抱負

調査書等(内申書):
活動歴報告書(2面): 中学からの活動を記載可

各種活動、表彰、資格等

第1次選抜: 書類審査
「AP」や「求める学生像」との合致度合を評価
A～Dの4段階(活動歴報告書は3段階)
4名で評価
順位の高いものから3倍程度に絞る

(2010年度入試の例では80名。3.1倍)

第第１１次選抜次選抜 第２次選抜第２次選抜
第１日目（土曜日）

9:30-11:30 講義１・レポート１ (120分)

12:30-14:30 講義２・レポート２ (120分)

15:00-17:00 講義３・レポート３ (120分)

第２日目（日曜日）

9:00-11:30 グループ討論 (150分)

12:30-17:00 小論文 (270分)、個人面接

３つの講義から
2つを選んで討論

15分/人

随時別室で休憩可

軸が違う３テーマ
講義：約50分

レポート：約70分

講義や資料に
英語を含むことがある

３つの講義のいずれかに関
連するテーマを設定して作成

26

論題は当日朝に提示(“予習”を避けるため)

講講 義義

10

09

08

07

06

・考古学とはどのような学問か
・『イギリス人』とは誰か？
・Symmetry in Fantasy

・地図を通してみた〈世界〉
・科学研究活動を考える：

特に「観察する」とはどういうことか
・生体変数（脈拍数）の変動性を科学する

・現代社会における責任倫理
・〈異文化〉としての過去
・福利厚生・体育施設による

キャンパスライフの創造

・歴史の見方－島原の乱
・「行為」とは何か？
・振り子の糸の長さを変化させて

周期を測定する実験

・「きたない」ってどういうことだろう？
・転換期の日本の原子力発電政策
・経験や直感による判断と論理による判断

・読むことの意義
・いまどきの権力を考える
・南極の地球科学と地球環境変動

・イエズス会士が見た１６世紀の日本
・原子力損害賠償法は見直すべきか
・作物増収の戦略における植物の機能

・大学の社会的機能の変化

・住民の視点から: 

From the native's point of view

・薬と遺伝子

・何に権利を付与するのか
・生命（いのち）は誰のものか
・個体差を科学する

・国民国家はこれからも必要だろうか？
・歴史を書き換える：ソ連史の場合
・左と右の化学から考える環境問題

01

02

03

04

05

大学の講義を聴けただけでも，受けた甲斐があった…
何の話があるのか興味津々だった…

27 28

評価体制評価体制

２次 講義１ 講義２ 講義３

Ａ委員
●●● ●●● ●●●

●：主担当
他に監督等

３～５名
レポート 全受験生（80名）

小論文 選択した受験生（～40名）

２次 あ い う え お

Ｂ委員
●●● ●●● ●●● ●●● ●●●

●:文系、●:理系、●:カウンセラー／3名中1名女性

討論
１グループ受験生16名

面接

１次 書類審査

委員 ●●●●

志望理由書
全志願者

（90名）
調査書等

活動歴

評価は、Ａ～Ｄの４段階評価 (活動歴は３段階評価)。
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第第22次選抜次選抜 グループ分けグループ分け（（討論、面接）討論、面接）

第１次成績を均等化

右表をベースにし、さらに

男女比が均等

現浪比が均等

地域性が均等

同一高校別グループ

になるように組換え

グループ

第１次成績

あ い う え お

1 2 3 4 5

10 9 8 7 6

11 12 13 14 15

20 19 18 17 16

21 22 23 24 25

30 29 28 27 26

↓

↓

↓

↓

↓

→

→

→

→

→

→
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多次元マトリックス方式多次元マトリックス方式

歴 C

動 B

活 A

調
査
書
等

A 1 ？ ？ ？

B ？ ？ ？ ？

C ？ ？ ？ ？

D ？ ？ ？ ？

A B C D 志望理由

1次：書類審査
4名の委員が各々

全受験生を評価

①志望理由書
②調査書等
③活動歴報告書
を３次元で評価

第1次選抜の順位付け ３次元の例
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評価方法
評価： A～D (活動歴報告書はA～C)

評価順位： 1位～48位：直方体のセル

評価(順位)点： 1位～受験者数

同一順位の人数を加味した順位（中央値）

合計評価点： 評価者ごとの順位の総和

値が小さい方が高順位

査定
第1次選抜、第2次選抜に関係した35名程度で行う
討論、面接時の対応
D評価を付けた理由について
..... 3232

志願者数の推移志願者数の推移
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募集人員 志願者数 合格者数 志願倍率

選抜方法改訂／受験資格緩和

志願者の志願者の特性特性
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福岡

他九州・沖縄

中国・四国

中部・近畿

関東

東北以北

検定・外国等

男女 高校成績

出身校の地域
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合格者の合格者の特性特性
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男女 高校成績

出身校の地域
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The 21The 21stst Century ProgramCentury Program

合格者の出身地合格者の出身地
（出身校の所在地（出身校の所在地 H13H13－－2222））

北海道

5

青森

秋田 岩手

山形 宮城

1

福井 石川 富山 新潟

1

群馬 福島

島根 鳥取 京都 志賀

1

岐阜

2

長野 山梨 埼玉 栃木

山口

4

広島

5

岡山

4

兵庫

2

大阪

5

奈良 愛知

3

静岡

2

神奈川

1

東京

6

茨城

2

長崎

15

佐賀

4

福岡

90

和歌山 三重 千葉

2

熊本

22

大分

13

愛媛

1

香川

鹿児島

15

宮崎

12

高知 徳島

1

沖縄

9

外国

6
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非常に手間がかかる ===> “良い”学生を確保
準備
委員の選定、確保
評価方法
..... 

1次選抜と2次選抜に相関はあまりない
1次選抜において優秀な受験生の取りこぼしは
避けなければならない

1次選抜の不合格者をよく吟味する必要がある

志願者を増やす方策を
より一層の広報が必要：オープンキャンパス等

選抜のまとめ選抜のまとめ
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